
古地図を切り出して持ち歩こう
（2016.5.1 加筆訂正版）

「今昔マップ タイル」
＆
「カシミール３D」
＆
「地図太郎」

デジタル地図帳構築
マニュアル©itochiri 2016

http://itochiriback.seesaa.net/



加筆箇所について

•前回アップしたマニュアルで、「地図太郎」での操作で、
マニュアル通り行うと、緯度経度にずれが生じる事がわかり

ました。

・大判印刷等をする際は、そのまま印刷範囲を決めて

できるだけ解像度を上げて作成すればよいですが、

タブレットやスマホに転送する際は、「印刷イメージ」

を作成するのではなく、画面をそのままGeotiffで保存

する必要があります。

・２７P以後（背景の色が変わっている部分）が加筆箇所です。



http://www.kashmir3d.com/kash/kashget.html#tilemap

http://www.kashmir3d.com/kash/kashget.html

１．用意するソフト

①カシミール３D（フリーソフト）

②カシミール３D用〝タイルマップ・プラグイン”
（本体インストール後に追加）



http://koutochas.seesaa.net/article/343509219.html

③ｋｍｚからｊｇｗファイルを生成するEXCELマクロプログラム
（ブログ：「森林土木memo」さんより。



③「地図太郎Plus」
（有償ソフト：￥17200）

http://www.tcgmap.jp/software/chizutaro/

④「PDF Maps」
（iOS /Android用）

http://www.avenza.com/pdf-maps



２．手順（カシミール３D編）

①「タイルマップ・プラグイン」をインストールし、「ツール」
から「タイルマップ」→「タイルマップ一覧」を選びます。

右側にこのウインドウ
が出ますので、
「タイルマップ一覧」
を選びます。



②左側に、タイルマップの一覧表が出ます。

ここに、「今昔マップ」のタイルデータを読み込みます。

この付近で
右クリック 「設定」

を開く



③「設定」画面が出るので、ここに
「今昔マップタイル」の設定を入力します。

http://ktgis.net/kjmapw/tilemapservice.html

詳しい設定法は、
「今昔マップタイル」のWebサイトにあります。



④ここでは、静岡県東部の明治・大正期の旧版地形図を読みだす
設定にしてみました。

タイトルおよび
クレジットを必ず書きます。

ここのアドレスが重要です。
①地域名
②時代区分

③使う地図の位置情報
（大文字・小文字注意）
（＄を必ず入れる）

①

②

②



⑤設定を「書き出し」しておくと、次に開くときに便利です。



⑥設定が終わると、開く画面になります。



⑦何も出てこない場合は、縮尺を変えます。

表示



数字が小さいほど
縮尺が上がる

（表示範囲が広い）

Level 8



Level 8
見たい箇所を
ダブルクリックして
中心に表示する

拡大表示
される

Level 14

高いレベルで表示して、
ズームアウトで表示すると
縮尺レベルが切り替わります。



⑧地図の切り出し（マップカッタープラグイン）
「マップカッター・プラグイン」は、プリインストール状態にあります。
もし、ないようならば、こちら
http://www.kashmir3d.com/kash/kashget.html#plugin_mapc

まずは、ここを開いて
入っているかどうかを
確認し、一旦閉じる。



「編集」→「選択範囲を決める」

切り出したい範囲を選択します。

（表示画面を越えて、スクロールしながら選択することも出来ま
すが、あまり広すぎるとファイルが重くなるので注意します）



「ツール」→「マップカッター」
→「領域の選択と保存」の順で
開き、選択範囲に名前を付けて
保存します。

後で、全く同じ範囲の違う時代の地
図を切り出す際に便利です。

名前を
つける

「領域の追加」
をチョイス



自分で名前を付けた選択範囲
をチョイスし、「OK」をクリック

もう一度「マップカッター」
を呼び出し、「切り出し」
を選ぶ。



KMZ方式を選び、
「１つのKMZファイ
ルにまとめる」
を選ぶ。

保存場所を
決める。

ここは特に
いじる必要なし

横1枚×縦1枚
にする



KMZファイルとして
切り出された。
（このままGoogle Earthで開けます）



３．手順
KMZファイル→位置情報付き画像ファイルへの
変換

①KML２Jgw.xlsを開く
〇ダウンロード元
http://koutochas.seesaa.net/article/343509219.html

※マクロを含むので、必ず有効にしておく。



このボタンを
クリックし、

KMZファイルを選択



KMZファイルは、地図画像ファイル
（jpeg)と、位置情報ファイル（jgw）
に変換されました。



３．手順（地図太郎編）

①起動したら、
「背景地図」→
「ラスタ地図を開く」

②位置情報のある
地図・航空写真画像
（経緯度座標系）
をチョイス



③地図画像を選ぶ
（位置情報ファイルは表示
されない）



④背景地図の海岸線は、
「表示」→「海岸線・都道府県界」

を選び、チェックを外せば消すこ
とができる。



【加筆訂正ここから】大判印刷をする

①「ファイル」→「印刷範囲」

②「図上で指定」

③余白を切り捨てる



③「ファイル」→
「印刷イメージの作成」

大判プリンタの場合
２５０００分の１以上
３００dpi以上

画像として保存した上で、印刷をする



分割印刷をする

①「ファイル」→「印刷」

②縮尺を指定して
印刷

A4紙で分割します）
用紙の縦横は
「プリンタの設定」で



タブレットの「デジタル地図帳」へ送る

①表示画面をそのままGeotiff(位置情報付き画像ファイル）として保
存しないとずれますので、まず隙間がないように表示します。



②「ファイル」→「画面イメージの保存」
を選びます。

③「画面イメージだけ
GeoTiffで保存」を選択します。

④保存します。



⑤保存した地図画像
ファイルを
「DropBox」に転送します。

⑥タブレットの「PDF Maps」からDrop Boxに接続し、
地図画像をインストールします。
詳しくは、こちらの１２p以降を参照してください。

http://itochiriback.up.seesaa.net/image/manyuforkumamoto01.pdf


